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極低炭素フェライト系ステンレス鋼の特性 

Properties of Ultra Low Carbon Ferritic Stainless Steels 

 

大橋 延夫(Nobuo Ohashi) 小野  寛(Yutaka Ono) 増尾  誠(Makoto Masuo)≦0.030%)や R410UL(C

≦0.010%)が溶接性と耐酸化性に優れ，低Ｃ高 Si の Ti 添加 12％Cr 鋼の R409SR は，950℃

以下の範囲で断続加熱される自動車排ガス浄化装置などに適する。16～18％Cr 鋼としては

R430UL と Ti 添加 R430LT があり，溶接部の耐銹性と靱性が優れている。R430LT はまた

プレス成形性や耐酸化性にも優れている。Mo 含有 17～19％Cr 鋼としては Ti 添加の

R434LT-1(-2)や Nb 添加の R434LN-1(-2)が孔食，隙間腐食や応力腐食割れの恐れのある強

腐食環境に適し，特に，-2 で示される 2％Mo 鋼は，CI-イオンを含む水溶液中でオーステ

ナイト系 AISI 316 鋼と同等の優れたアノード分極特性を示す。  ⽔呅卉″ㄶ
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